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1．海べの森をつくる活動 
海べの森の植樹祭 海べの森をつくろう会さんが主

催する植樹祭はイオンを始め様々な方々が支援して

これまで5回以上開催されてきました。2017年4月
には気仙沼大島で「復興ゆず植樹」を（右写真：海

べの森をつくろう会撮影）、さらに2018年は3月に

気仙沼大島で浦の浜ターミナルでの植樹祭が予定さ

れています。 
 
2．種子採取～苗の育成から屋敷林の再生活動へ 
種苗の採取・苗の育成  植樹・自然再生のための

苗木の育成に協力しています。海べの森をつくろう

会さんが活動を始められた頃から種子の採取、苗の

育成に協力させて頂いています。現地スタッフ・参

加者のみなさんともできるだけ一緒に、種子採取、

種子の調整、播種などを実践してきました。毎年採

取した種子から苗を作って、近隣での植栽に活用し

て頂いています。2017年も10月の種子採取には東京

農業大学の治山・緑化工学研究室にご協力いただき

ました。毎年、海岸から山地まで、自生の母樹があ

る数カ所で種子を採取しています。種子は調整の後、

発芽、育苗して、内陸の二次林を目標にする場所／

海岸に近いところなど、場所に応じて使い分けなが

ら植栽する予定です。 
屋敷林（いぐね）再生活動 海べの森をつくろう会

さんの活動地のひとつ、第 1 回の植樹祭を行った場

所を、屋敷林として再生させていただくための協定

を締結し、屋敷林再生活動を行っています。初期植

栽を終えた段階の土地において、目標植生に向かっ

て更新活動を行うこととしました。二次植生として

の屋敷林の完成に向け遷移を確実に進めるためには

適切な目標植生の設定、適応的な管理、長い視点で

の取り組みが必要だと考えられます。年間を通じて、

春季・植樹／夏季・草刈り／秋季・種子採取 など、

季節や現地事情に合わせた適応的な活動を行なうと

ともに、周辺に残る自然の森や立地環境を学ぶため

の観察会などを行って参ります。 

 屋敷林・居久根（いぐね）について、役割やあり

方を検討しなおし、現代の環境や生活にあわせた、

新しい農村風景の１つの要素として市民みなさんが

活用し、協力しあって守っていくことができないか、

検討してきたいと考えています。 
 

 

2017 年 10 月、唐桑半島御崎／徳仙丈周辺での種子採取。農大生

のみなさんとの作業。 

 
採取した種子。ヒサカキ、ガマズミ、シラキ、カエデ類など。 
農大の圃場で育成中の苗（下）。 

 
2017年、カシワ

の苗を現地へ戻

した（下2枚）。 
カシワを採取し

た場所は2017年
に工事で母樹が

なくなった。 



3．海岸植物の保護と海岸林の保全・育成 
海岸植物の保全・再生 三陸らしい海べの風景を取

り戻すためには、海岸植物を保全し、再生すること

も大切です。地域の植物を大切に守る取り組みとし

て、貴重な海岸植物を保全し、採取・育成する事業

をともに行います。三陸海岸は津波の被災後減少、

もしくは消失した植物や、分布の南限・北限地とさ

れる植物、希少種等も多くある地域です。工事など

によって直接個体・群落が消失することだけではな

く、生育地の分断や縮小の影響も大きいと考えられ

ます。推移を観察し続け、再生する群落に注目する、

生育地が改変される際は採集、移植をするなど、適

応的な取り組みを行いたいと考えています。 
 
4．体験型学習と果樹・園芸による地域活性化 
 海べの森をつくろう会さんと近隣住民のみなさん

は「自然と共に歩む生活を取り戻すため、森を再生

しながら地域活性化のための活動をする」という活

動趣旨で熱心に活動されています。昨年の会報で、

「私たちがお手伝いできることとしては、より地域

性を重視した視点がどのようにウリになるのか、お

伝えすることかなと思っています。」と書きました。

2016 年からは蕎麦は市内・八瀬地区の農園から種を

分けて頂く、菜種は大東町のデクノボンズさんに在

来品種のキザキノナタネの種子を分けて頂くなどの

手配を少しお手伝いさせて頂きました。2017 年には

会員のみなさんがワサビ、蕗などの山菜、果物を使

ったジャムなどを作り始めました。海と山の恵みが

一緒に楽しめる環境が羨ましいです。今後も楽しみ

です。“までいにすすむ”活動、継続中です（別稿「ま

でいに。」ご参照下さい）。 
2017年の自然再生活動 
 5月。工房地あぶら（デクノボンズ）さんから2016
年に種子を頂いた、在来の菜の花（キザキノナタネ）

が海べの森をつくろう会の活動地に咲きました！ 
大きくて少し色が淡い、きれいな花が咲きました。 
 菜の花が咲くと青い海を背景にたいへん美しい風

景になりますので、一面に広がる菜の花畑が近くに

あるといいなと思っています。少しずつ美しい景色

を作り出していくことができたらと考えています。 
そして2017年9月には、もう少し量を増やして種子

を譲って頂き、「在来菜の花品種・キザキノナタネの

種まき！」を実施しました。来春が楽しみです！ 

2017年1月 工事の始まった岩井崎の海岸。 

 
活動地に咲くキザキノナタネの花（菜の花） 

 
活動地でのキザキノナタネの種まき（9月） 

 
 

 6月。ハマナデシコの植栽。 
 知人たちが中心となって、＜復旧工事により消失

する東北の海浜植物群落から、今ある海浜植物の種

子を集めて、北海道で育苗し、再び現地の適地ある

いは近隣小学校等に移植すること＞を目的として立

ち上げた「北の里浜 花のかけはしネットワーク（通

称：はまひるがおネット）」という団体があります。

仙台から釜石まで、広く活動をしています。様々な

情報交換をしてきましたが、ふとしたことから気仙

沼の小泉地区でハマナデシコを探しているとの話を

聞きました。小泉小学校の校歌の歌詞に「なでしこ」

が歌われているのだそうです。 



 折良く？2015 年に岩井崎付近の海岸で再生した個

体を見つけ、海べの森をつくろう会さんと一緒に採

取した種子から育てた苗がたくさん育っていました。

その一部を6月28日に小泉小学校のみなさんに植栽

して頂くことができました。ちょうど植栽適期でも

あったので、6月上旬の活動の際には、活動地にもみ

んなで植栽をしました。ちなみに、「歌詞のなでしこ

はカワラナデシコとハマナデシコのどちらなのでし

ょう？」と聞かれました。小学校創立の頃は現在の

所在地ではなく、海岸近くにあったことを知ってい

ましたので、「どちらも近くに生えていたはずなので、

どちらもアリですね」とお返事をしました。お花が

咲いてくれたらいいね、咲いたら夏になでしこ祭り、

お花見でもしよう！と話して6月は帰京しました。 
 7月。植栽して2週間ほどで現地から電話が。 
 「ハマナデシコが咲きました！」とのこと。話は

とんとんと進み、地域のみなさんと一緒に復活を祝

って 8 月に「なでしこ祭り」をやることになりまし

た！自治会のみなさん、商工会のみなさんも協力し

て下さり、8月にお祭りが開催されました。当日はお

天気が悪くて屋外での行事があまりできなかったの

ですが、地元のみなさんから、“郷土のお花を見つ

け、咲かせてくれてありがとう”とおっしゃって頂

きました。心にある風景を取り戻すことの大切さが

心に沁みた一日となりました。 
 
9月。「ハナマスの植樹」 
 活動を始めたばかりの2012年の秋、旭崎の周辺で

ハマナスの実を採取しました。量は少しだけでした

が、当時は周りに残った海岸植物はほとんどなく、

貴重な個体でした。ハマナスの種子は休眠性が強く、

普通に播いてもあまり発芽してくれないので、日頃、

研究活動などでお世話になっている雪印種苗さんに

お渡ししてあったのでした。海岸植物は発芽処理が

必要な種が多いため、専門知識の豊富な会社のみな

さんに活動当初からいろいろ相談をさせて頂いてお

ります。雪印は北海道が拠点、寒冷地に育つ在来の

植物に関する知識や経験が豊かな、頼れるタネ屋さ

んです。2012 年に採取したそのときの種子を圃場で

ていねいに育ててくださっていました。 
 今年の活動で植栽させていただこう、という話に

なり、9月に一部を北海道から送って頂き、活動地へ

植栽させて頂きました。 

 

 
小泉小学校での植えつけ作業（海べの森をつくろう会撮影） 

上：小泉小学校 下：海べの森をつくろう会事務所前 

ハマナス苗の植栽（9月） 

 



活動はこれからが本番。 
 三陸ではいまだ仮設住宅も残り、これから

復旧工事が始まるところも、道路が通るとこ

ろも、新しく施設ができるところもたくさん

あります。地域由来の植物を確保し、育て、

活用できる場面ができてくるのはこれから

です。ですが、復興対象期間が終わると途端

に先細っていってしまう事業や活動が多い

ことも現実です。また、そのようなことに手

間や時間をかけて取り組む意識をどのくら

い共有できるのか、どうかはわかりません。

当会のメンバーや仲間は自然や地域に思い

入れのある方が多く集っていらっしゃいま

す。大学の同窓生や研究仲間も力になって下

さいます。 
 仲間と共に、活動を通じて、これからも地

域にあった自然の再生、地域資源の活用をお

手伝いしていきたいと思います。私たちが協

力させて頂けることは多くはありませんが、

できるだけ長く、楽しく、有意義で適応的な

活動を続けていきたいと思います。 
 
       河北新報地域版「リアスの風」8月19日 

     「リアスの風」2017年7月8日 
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